
令和７年度志木市一般会計・特別会計補正予算の概要 

 
■一般会計補正予算（第９号）【専決処分】 
 

予 算 現 額 ３３６億２，２７３万４千円 

補 正 予 算 額  ４，９６９万７千円 

補正後予算額  ３３６億７，２４３万１千円 
 
 一般会計補正予算（第９号）は、衆議院議員総選挙に係る経費について、緊急に支出する必

要が生じたため、地方自治法第１７９条第１項の規定により、１月１９日付けで専決処分をし

たものです。 
 
＜歳 出＞ 
 〇 衆議院議員総選挙に係る経費の皆増             ４，９６９万７千円 

 
 ＜歳 入＞ 
  〇 衆議院議員総選挙委託金                  ４，９６９万７千円 
 
 
 
■一般会計補正予算（第１０号）【専決処分】 
 

予 算 現 額 ３３６億７，２４３万１千円 

補 正 予 算 額  ８５万円 
補正後予算額  ３３６億７，３２８万１千円 

 
 一般会計補正予算（第１０号）は、選挙支援システムサーバ関連機器賃貸借契約期間途中解

約による損害賠償金について、地方自治法第１８０条第１項の規定により、１月２０日付けで

専決処分をしたものです。 
 
＜歳 出＞ 
 〇 選挙支援システムサーバ関連機器賃貸借損害賠償金の皆増        ８５万円 

 
 ＜歳 入＞ 
  〇 デジタル基盤改革支援補助金                     ８５万円 
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■一般会計補正予算（第１１号） 
 

予 算 現 額 ３３６億７，３２８万１千円 
補 正 予 算 額  ２億６８９万８千円 

補正後予算額  ３３８億８，０１７万９千円 

 
 一般会計補正予算（第１１号）は、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を活用した水

道基本料金減免事業、中学校給食費負担支援補助事業及びプレミアム付商品券事業を主体とし

て予算を編成するものです。 
 
＜歳 出＞ 
（主なもの） 
 〇 水道基本料金減免事業の増                  １億３，０００万円 
 〇 中学校給食費負担支援補助事業の皆増              ７，０３５万円 
 〇 プレミアム付商品券事業の増                  １，７５０万円 
 〇 中学校給食材料費高騰対応補助事業の皆減           △１，８０４万円 

 
 ＜歳 入＞ 
 （主なもの） 
  〇 物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金          １億６，５０７万円 

〇 基金繰入金                          ３，７９３万円 
補正後の基金残高見込み 
財 政 調 整 基 金：２３億６，６３２万円 

   
＜繰越明許費＞ 

（追加） 

  〇 中学校給食費負担支援補助事業                 ７，０３５万円  
 （変更）※変更後の金額を表示しています。 
  〇 水道基本料金減免事業                   ３億２，５００万円 
  〇 プレミアム付商品券事業                  ２億１，７５０万円 
 （廃止） 
  〇 中学校給食材料費高騰対応補助事業               １，８０４万円 
 

※ 表示単位未満を四捨五入しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



■一般会計補正予算（第１２号） 
 

予 算 現 額 ３３８億８，０１７万９千円 
補 正 予 算 額 △３億６，５０２万８千円 

補正後予算額 ３３５億１，５１５万１千円 

 
 一般会計補正予算（第１２号）は、年度末にあたり、事業費及び財源の整理をするとともに、

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業、防災用備蓄品等整備事業を主体として予算を編

成するものです。 
 
＜歳 出＞ 
   事業費の確定等に伴う予算の増減額           △１０億８，９５０万円 
（主なもの） 

・定額減税補足給付金事業の減             （△１億９，８０８万円） 
・民間保育園等運営改善費補助金の減          （△１億１，５１６万円） 
・秋ケ瀬スポーツセンター解体工事費の減          （△７，９０２万円） 

 〇 公共施設安心安全化基金積立金の増              ３億６，０１６万円 
 〇 特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の増       ３億２，１８４万円 

  〇 防災用備蓄品等整備事業の増                  ４，０２６万円 

 
 ＜歳 入＞ 
  〇 地方交付税                        ４億２，０４９万円 

〇 国県支出金                           △８，５２５万円 
〇 基金繰入金                       △４億９，８２２万円 

補正後の基金残高見込み 
財 政 調 整 基 金：２８億４，２７０万円 
公共施設安心安全化基金：２４億３，５２７万円 

  〇 市債                          △２億４，４３０万円 
  〇 その他（諸収入、負担金など）                 ４，２２６万円 
 
＜繰越明許費＞ 

（主なもの） 

 〇 田子山排水機場ポンプ更新事業                 ５，６６５万円 

 〇 生活道路快適化事業                      ５，３５０万円 

 〇 防災用備蓄品整備事業                     ４，０２６万円 

 
＜債務負担行為＞ 

（主なもの） 

  〇 市民会館管理運営委託（Ｒ７～１３）           限度額 １億６，９３０万円  
  〇 市民体育館、武道館及び夜間照明施設管理運営委託（Ｒ７～９） 

           限度額   ５，２３２万円  
 

※ 表示単位未満を四捨五入しています。 



■特別会計補正予算 
 

〇 国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 
予 算 現 額 ６６億９，６９３万７千円 

補 正 予 算 額 ５，１６１万１千円 

補 正 後 予 算 額 ６７億４，８５４万８千円 
  ※県交付金の精算に伴う返還金の増額等を行っています。 
 

〇 介護保険特別会計補正予算（第３号） 

予 算 現 額 ６２億３，７６１万円 

補 正 予 算 額 △１０２万４千円 
補 正 後 予 算 額 ６２億３，６５８万６千円 

※事業費の確定等に伴い予算の減額等を行っています。 
 

〇 後期高齢者医療保険特別会計補正予算（第３号） 

予 算 現 額 １３億７，９１２万７千円 
補 正 予 算 額  ２，４４５万１千円 

補 正 後 予 算 額 １４億３５７万８千円 

 
※後期高齢者医療広域連合共通経費負担金の額の確定による負担金の増額や後期高齢者

医療保険基盤安定制度における保険料軽減分の額の確定による負担金の減額等を行っ

ています。 
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